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　今月は職業奉仕月間です。
職場訪問例会としてJRの「新
幹線総合車両センター」、そ

して「福が満開、福のしま号。ビール列車」、石林さんで
の「陳健一氏料理会 ワインと共に」の月見例会まで楽し
く進めることができました。
 　江戸の流行り言葉に「月々に 月見る月は多けれど 月
見る月は この月の月」という詠み人知らずの歌がありま
す。これは中秋の名月を詩っておりますが、福島ロータ
リークラブの月見例会は恒例として陳さんの料理会に合
わせて開催しております。「中華料理は数多けれど陳さん
の中華料理食べずして中華料理語るべからず」と一句申
し上げます。今日は特に「ワインと共に」をテーマに我が
福島ロータリークラブのソムリエ菅野 晋会員と、いちい
リカーズ酒蔵さんのコラボで、美味しい中華料理とワイ
ンを堪能してください。

第15回 会長挨拶

2013-14年度  会長

紺野　晴郎

第15回 例会次第

〈お月見夜間例会〉 陳　建一 氏 料理会

開会点鐘  紺野晴郎 会長

お客様並びに来訪ロータリアン紹介
会長あいさつ  紺野晴郎 会長

幹事報告  日比野恒夫 幹事

各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会（会場での発表なし） 

閉会点鐘  紺野晴郎 会長

＊＊＊＊＊　料理会　懇親会　＊＊＊＊＊

司会／坪井大雄 親睦･R家族小委員会委員長

乾　杯  阿久津肇パストガバナー

＊OB会員よりミニスピーチ
   高橋慎吉様　加藤眞司様

＊福島RCゴルフコンペ表彰
菅野晴隆 親睦･R家族小委員会副委員長

閉会あいさつ  幡　研一 副会長
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■例会日／2013年10月17日（木）　■開会点鐘／18：30
■会場／中国四川料理「石林」
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14・15
※第15回例会

例会変更のお知らせ
●福島東RC、10/18（金）の例会は、
18時30分より辰巳屋にて夜間例会に変更しており
ますのでお知らせ致します。
その他のお知らせ
●10/19（土）午後4時より、福島ビューホテルにて
「野﨑 潔ガバナーエレクト事務所開設披露」が行わ
れます。阿久津肇PG、渡辺健寿地区委員長、会長、
幹事が出席してまいります。

　幹事報告 日比野恒夫 幹事

他に
茂田　士郎／相良　元章／佐藤　武彦／渡辺　正樹／
田沼紀美子／森岡　幸江／松浦　敬裕／今井理基夫

▶紺野　晴郎 会長
本日は鉄人の料理会。ワインと共に美味しく楽しみます。
▶幡　　研一 会員
おいしい陳さんの料理とワインを楽しませて頂きます。

●優勝 古俣　猛会員
●準優勝 加藤義朋会員
●3位 陳　健一様

場所／パーシモンカントリークラブ

日時／10月17日（木）

※参加者全員のスコアは別紙にて

ニコニコBOX報告
本日のニコニコBOX投入額　10件

¥20,000 累計  ¥734,000

福島RCゴルフコンペ開催



2

陳 
健
一
氏 

料
理
会

〜
ワ
イン
と
共
に
〜

Kenichi Chen
DINNER PARTY

～The evening of WINE～
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●OB会員

高橋　慎吉 様

加藤　眞司 様

●ご家族

阿久津セイ 様

二階堂博人 様
二階堂理英子 様
（内田会員家族）

加藤　好子 様

狩野　純子 様

後藤　和代 様

草野　晴子 様

土屋恵久子 様

幡　久美子 様

八子登美子 様

紺野　典子 様

●ローターアクター

岡部亜莉奈 さん

野地　毬琳 さん

菅野　　恵 さん

顧問 水野谷龍之 先生

●インターアクター

新井真美 さん

佐藤麻緒 さん

湯野川理菜 さん

顧問 菅野史恵 先生

クラブ会員（50名）

参加総数71名

お客様のご紹介



今週号の編集長
4 佐藤　智英 会員（vol.14）相良　元章 会員（vol.15）

「長十郎」
　皆さん「長十郎」を覚
えていますか。かつては

梨の代表品種だったあの長十郎です。一
頃は生産量の８割を占め、私の子供の頃
でも、秋の運動会のお弁当と言えば長十
郎が入っていたのを覚えています。とこ

ろがその後、幸水や豊水といった現在の梨の主力品種の出現
により栽培が激減、今や栽培面積は梨全体の２％以下と言わ
れています。
　こうなると果物屋さんやスーパーの店頭に並ぶことはま
ずありません。ところが先月、近くのスーパーの地元野菜・

果物売り場の棚に、ビニール袋に入ってひっそりと売られ
ているのを見つけました。店員さんに話を伺うと、授粉用に
細々と栽培されているとのことです。販売目的で栽培された
ものではなく、実も小さかったのでちょっと不安でしたが、
買って食べてみると、「うゎ、懐かしい！」、口の中に何とあ
の運動会の味が蘇ってきました。うまく表現できませんが、
今の梨よりさっぱりしていて、シャリシャリ感が強い。芯に
近いところは独特の酸味がある。あの味です。
　今や幻の梨となった長十郎。東京などの消費地ではわざわ
ざ「お取り寄せ」しない限り、絶対に手に入りません。５個で
たった300円でしたが、産地に住んでいるからこそできる
贅沢です。産地に住んでいる幸せとはこういうことなのだと
感じた一日でした。

森川英治 会員森川英治 会員

第14回例会  JR乗車例会「福が満開、福のしま。」号、ビール列車
■2013年10月10日（木）　■18：00福島駅発→郡山駅→20：30着


